
いちごドリルプリント

弥生時代 名前

問1 弥生時代に本格的に始まった稲作において、収穫の際に用いられた石包丁の使用方法について説明したものとして、最も適切なものはどれです
か。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 稲を根元から刈り取るために用い
られた

2. 土を掘り返して苗を植えるために
用いられた

3. 収穫した後の脱穀を行うために用
いられた

4. 稲の穂の部分を摘み取るために用
いられた

問2 邪馬台国の女王卑弥呼に関する記述として、最も適当なものはどれか。 （2016年 北海道公立入試 類似）

1. 摂政である聖徳太子とともに、冠
位十二階や十七条の憲法を定めた。

2. 魏に使いを送り、「親魏倭王」の
称号や多数の銅鏡を授かった。

3. 日本で初めて本格的な都城である
藤原京を造営し、国家体制を整えた
。

4. 夫である天皇の死後、軍を率いて
朝鮮半島へ出兵したという伝説があ
る。

問3 弥生時代の社会状況を示す事例として、香川県にある紫雲出山遺跡のように、瀬戸内海を一望できる高い山の上に作られた「高地性集落」があ
ります。卑弥呼が邪馬台国を治めていた時期を含め、このような特殊な場所に集落が作られた理由として、当時の社会背景を説明したものを選
びなさい。 （2021年 香川県公立入試 類似）

1. 遣隋使や遣唐使として派遣される
人々を、高い場所から見送る儀式を
行うため。

2. 大陸から伝来した仏教を修行する
ための山岳寺院を建てる必要があっ
たため。

3. 稲作が普及する中で、土地や水を
めぐる集落間の争いが激化し、防衛
や監視に有利だったため。

4. 白村江の戦いで敗れた後、唐や新
羅の侵攻に備えて防衛拠点としての
城を築いたため。

問4 弥生時代に造られた、掘立柱によって床を高い位置に設けた建築物の特徴と目的について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. 貴族が政治や生活を行うための住
居として、池を中心とした広い庭園
に面して複数の建物が廊下で結ばれ
た。

2. 地面を円形や方形に掘り下げ、そ
の上に屋根をかけた人々の住居とし
て、防寒性を高める工夫がなされた
。

3. 大陸から伝わった仏教の儀式を行
うための施設として、屋根に瓦をふ
き、床に石を敷き詰めて造られた。

4. 収穫した稲を貯蔵するために造ら
れ、湿気を防ぎ、ネズミなどの害獣
の侵入を防ぐ工夫が施された。

問5 表面に当時の生活の様子や動植物、流水文などの模様が描かれ、上部に「鈕（ちゅう）」と呼ばれる持ち手のような部分がついている、弥生時
代の祭祀用青銅器の名称は何か。 （2026年 新潟県公立入試 類似）

1. 銅矛 2. 銅鐸 3. 埴輪 4. 銅戈

問6 弥生時代に大陸から稲作の技術とともに伝わった金属器について、武器や工具として実用的に使われた鉄器に対し、主に豊作を祈る祭りなどの
祭祀（儀式）に用いられたものを総称して何といいますか。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. 青銅器 2. 鉄器 3. 埴輪 4. 磨製石器

問7 古代の東アジアにおいて、倭（日本）などの周辺諸国の首長や国王が、中国の皇帝に使者を送り、貢物を捧げた外交形式を何と呼びますか。こ
の形式において、使者は中国の皇帝からその地域の支配権を認められ、称号や金印を授かることで、自らの権威を高めようとしました。 （2024年

宮崎県公立入試 類似）

1. 朝貢 2. 冊封 3. 通商 4. 民間貿易

問8 3世紀の中国の歴史書である『魏志倭人伝』には、当時の日本（倭）の様子が記されています。それによると、倭ではもともと男子を王としてい
ましたが、国が乱れて互いに攻め合う状態が数年続きました。この混乱を収めるためにとられた歴史的な経緯として正しいものはどれですか。
（2020年 徳島県公立入試 類似）

1. 中国の魏から派遣された総督が直
接統治を行った

2. 狗奴国の王が武力によって全ての
小国を制圧した

3. 一人の女性を王として共立し、国
をまとめさせた

4. 仏教を国教として導入し、人々の
信仰によって乱れを鎮めた

問9 鳥取県の青谷上寺地遺跡などの出土品をまとめた資料では、木製品や骨角器とともに、石器、金属器、そしてこの時代の特徴的な土器が並んで
示されています。これらの道具が併用されていた弥生時代の土器に見られる、縄文土器と比較した際の外見上の特徴として、最も適切なものは
どれか。 （2016年 鳥取県公立入試 類似）

1. 表面に細目の文様がつけられ、全
体的に薄手で実用的である

2. 表面に縄目のような力強い文様が
つけられ、全体的に厚手である

3. 仏教の儀式に用いるために、表面
に金色の装飾や仏像が描かれている

4. 青灰色をしており、非常に硬く焼
かれた朝鮮半島由来の技術で作られ
ている

問10 弥生時代に大陸から日本列島へ伝わった金属器の特色について、銅鐸の性質をふまえて説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2022年 群馬県公立入試 類似）

1. 青銅器は、鉄器よりも硬く鋭いた
め、主に開墾用の農具や実戦用の武
器として普及した

2. 銅鐸は文字を記録するための道具
として開発され、当時の律令制度を
庶民に伝えるために使われた

3. 青銅器は、鉄器に比べて祭礼や儀
式に用いられる傾向が強く、銅鐸も
その一種であった

4. 銅鐸に代表される青銅器は、古墳
時代になってから初めて製作され、
巨大な墓に副葬された

問11 卑弥呼が中国の魏に使いを送り、「親魏倭王」の称号や金印、銅鏡などを授かった背景として、最も適切な説明を選びなさい。 （2017年

長崎県公立入試 類似）

1. 中国の律令制度を日本に持ち帰り
、戸籍の作成や租・庸・調の税制を
整えるための助言を求めたため。

2. 中国の皇帝から統治者としての権
威を認められることで、国内の諸勢
力との争いを有利に進め、統治を安
定させようとしたため。

3. 中国から仏教を公式に導入し、宗
教の力を用いて人々の思想を統一し
、中央集権的な国家を築こうとした
ため。

4. 魏の軍事力を借りて朝鮮半島の国
々を征服し、鉄資源を独占して経済
的な優位性を確立しようとしたため
。

問12 邪馬台国の女王が中国の魏の皇帝に使者を送った際、皇帝から授けられたとされる称号と、その証として贈られた品物の組み合わせとして適切
なものを選びなさい。 （2025年 長野県公立入試 類似）

1. 「漢委奴国王」の称号と、志賀島
で発見された金印

2. 「日本国王」の称号と、明との貿
易に用いられた勘合符

3.
「親魏倭王」の称号と、金印や銅鏡

4. 「倭王」の称号と、百済から贈ら
れた七支刀


